
２月県議会・一般質問に
登壇した宍倉議員

花
見
川
の
高
潮
対
策
急
げ

　
千
葉
市
花
見
川
区
選
出
の
宍
倉
登
議
員
は
、2
月

県
議
会
の一般
質
問
に
登
壇
。新
総
合
計
画
推
進
の

た
め
、県
境
を
越
え
た
連
携
を
図
る
よ
う
求
め
、ま

た
、京
葉
道
路
、千
葉
港
か
ら
、新
特
別
支
援
学
校
、

学
校
プ
ー
ル
な
ど
身
近
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
当
局

の
考
え
を
た
だ
し
た
。そ
の
概
要
を
お
伝
え
す
る
。

　
隣
接
都
県
と
の
連
携　
　
　

　
宍
倉
議
員
　
新
た
な
総
合
計

画
を
着
実
、
か
つ
効
果
的
に
推

進
し
て
い
く
た
め
、
隣
接
都
県

等
と
の
連
携
に
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
知
事　
県
で
は
、こ
れ
ま
で
も
、

環
境
問
題
や
災
害
対
応
な
ど
、

広
域
的
に
影
響
が
及
ぶ
課
題
に

つ
い
て
、
他
の
都
道
府
県
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
民
の
生
活
圏
が
県

境
を
越
え
、
広
域
化
し
て
い
る

た
め
、
感
染
症
対
策
の
よ
う
に
、

隣
接
都
県
と
連
携
・
協
力
し
た
、

よ
り
効
果
的
な
対
応
が
必
要
と

な
る
新
た
な
課
題
が
生
じ
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
総
合
計
画
案
で

は「
他
都
道
府
県
と
の
広
域
連

携
」を
施
策
横
断
的
な
視
点
と

し
て
位
置
付
け
、
共
有
す
る
課

題
や
目
的
に
応
じ
、
他
の
都
道

府
県
と
協
力
し
て
、
国
への
要
望

や
調
査
研
究
等
を
行
う
ほ
か
、

具
体
的
な
対
応
を
検
討
、
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
様
々
な
分
野
で
、広

域
連
携
の
推
進
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、東

京
都
の
取
組
を
調
査
し
、積
極

的
に
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、

要望

効
果
的・効
率
的
に
施
策
を
実

施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
中
小
企
業
に
お
け
る
連
携
　

　
宍
倉
議
員
　
経
済
活
動
は
県

域
を
越
え
て
発
展
し
て
い
る
が
、

中
小
企
業
支
援
に
お
け
る
県
域

を
越
え
た
広
域
連
携
に
つ
い
て
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
商
工
労
働
部
長　
首
都
圏
の

各
自
治
体
が
設
置
し
て
い
る
試

験
研
究
機
関
で
は
、
中
小
企
業

への
技
術
支
援
の
た
め
の
連
携
体

制
を
整
え
て
お
り
、
専
門
性
の

高
い
課
題
の
場
合
に
は
、
他
の

自
治
体
の
研
究
機
関
も
利
用
で

き
る
こ
と
と
なって
い
ま
す
。

　
ま
た
、
首
都
圏
や
関
東
近
県

の
支
援
機
関
で
は
、
合
同
で
広

域
商
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

県
域
を
越
え
た
取
引
や
技
術
提

携
な
ど
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
の
消
防
の
相
互
応
援

　
宍
倉
議
員　
大
規
模
災
害

時
に
、
県
境
を
越
え
た
消
防
の

相
互
応
援
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
県
は
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
か
。

　
防
災
危
機
管
理
部
長　
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、人

命
救
助
活
動
応
援
の
た
め
、県
域

を
越
え
て
消
防
隊
を
派
遣
す
る

緊
急
消
防
援
助
隊
の
制
度
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、本
県
で
は
、消
火・

救
助・救
急
な
ど
の
目
的
ご
と
に
合

計
3
0
2
の
部
隊
、約
1
2
0
0

人
の
人
員
が
登
録
さ
れ
てい
ま
す
。

　
ま
た
、
他
県
に
派
遣
す
る
際

の
部
隊
編
成
や
出
動
手
続
き
、

応
援
を
受
け
る
際
の
手
続
き
等

を
実
施
計
画
で
定
め
る
と
と
も

に
、
国
等
が
実
施
す
る
訓
練
に

参
加
し
、
部
隊
の
運
用
方
法
の

習
熟
を
図
って
お
り
ま
す
。

　
花
見
川
河
川
改
修
の
現
状　

　
宍
倉
議
員　
千
葉
市
花
見
川

区
の
中
心
を
流
れ
る
印
旛
放
水

路
、
い
わ
ゆ
る
花
見
川
は
、
印

旛
沼
の
洪
水
排
除
を
目
的
と
し

た
広
域
か
つ
重
要
な
役
割
を
担っ

た
河
川
と
なって
い
る
が
、
河
川

改
修
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
花
見
川
に

つ
い
て
は
、
長
作
制
水
門
か
ら

大
和
田
排
水
機
場
ま
で
の
7
・

9
㎞
の
区
間
で
河
道
拡
幅
等
の

河
川
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
う
ち
、
下
流
か
ら
6
・
8
㎞

区
間
に
お
い
て
、
河
道
の一次
掘

削
や
2
箇
所
の
橋
梁
架
け
替
え

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
千
葉
市
と
共
同
で

橋
梁
の
架
け
替
え
工
事
を
実
施

し
て
お
り
、
柏
井
橋
で
は
上
部

工
を
終
え
て
舗
装
工
事
等
を
進

め
る
予
定
で
、
亥
鼻
橋
で
は
下

部
工
を
施
工
し
て
お
り
ま
す
。

　
花
見
川
の
魅
力
を
活

か
し
、地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
よ
う
な
河
川
の
利

活
用
に
向
け
て
、千
葉
市
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、治
水
面

で
は
、花
見
川
の
高
潮
対
策
事

業
が
中
断
し
て
い
る
が
、国
が

推
進
す
る
国
土
強
靭
化
の
観
点

か
ら
も
、早
急
に
再
開
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。　

要望

　
千
葉
港
の
優
れ
た
ア

ク
セ
ス
性
を
活
か
し
、

本
県
だ
け
で
な
く
首
都
圏
の
物

産
を
輸
出
で
き
る
と
思
う
。使
い

勝
手
の
良
い
港
と
し
て
、近
隣
都

県
を
巻
き
込
み
つ
つ
、日
本
と
ア

ジ
ア
を
つ
な
ぐ
国
際
物
流
拠
点

と
し
て
千
葉
港
の
更
な
る
利
活

用
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

要望

　
京
葉
道
路
の
渋
滞
対

策
を
引
き
続
き
進
め
る

と
と
も
に
、新
た
な
湾
岸
道
路

の
早
期
実
現
に
向
け
、し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
要
望
す
る
。

　
京
葉
道
路
は
、成
田
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
も
大
変
重
要
な

路
線
で
あ
り
、利
益
が
出
て
い

る
の
な
ら
、優
先
的
に
京
葉
道

路
に
再
投
資
し
て
い
た
だ
き
た

い
。ネ
ク
ス
コ
東
日
本
に
働
き

か
け
る
よ
う
願
い
た
い
。

要望

京
葉
道
路
へ
の
再
投
資
も

　
京
葉
道
路
の
渋
滞
対
策
　

　
宍
倉
議
員　
京
葉
道
路
は
、

広
域
的
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
、
東
関
東
自
動

車
道
や
千
葉
東
金
道
路
、
館
山

自
動
車
道
と
接
続
し
、
県
内
の

各
地
と
都
心
を
結
ぶ
重
要
な
幹

線
道
路
で
あ
る
。

　
し
か
し
京
葉
道
路
は
交
通
量

が
多
く
、
特
に
幕
張
Ｉ
Ｃ
や
穴

川
I
C
付
近
で
は
、
日
常
的
に

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
伺
う
が
、
京
葉
道
路

の
渋
滞
対
策
の
実
施
状
況
と
、

そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長
　
東
日
本
高

速
道
路
㈱
で
は
、
京
葉
道
路
の

渋
滞
対
策
と
し
て
、こ
れ
ま
で
、

東
京
方
面
の
穴
川
I
C
・
千
葉

東
ジャンク
ション
間
な
ど
2
か
所
、

市
原
方
面
の
穴
川
・
貝
塚
I
C

間
で
、
付
加
車
線
の
設
置
が
完

了
し
、
現
在
、
貝
塚
ト
ン
ネ
ル
付

近
の
対
策
を
検
討
し
てい
ま
す
。

　
こ
の
対
策
に
よ
り
、
交
通
容

量
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
東
京

方
面
の
原
木
・
武
石
I
C
間
で

は
、
所
要
時
間
が
平
均
6
分
短

縮
さ
れ
、市
原
方
面
の
宮
野
木
・

千
葉
東
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョン
間
で
は
、

平
均
4
分
短
縮
さ
れ
る
効
果
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
と
し
て
は
、
京
葉
道
路
の

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
、
国
や
東
日
本
高
速
道
路
㈱

に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

首
都
圏
に
ら
み
活
用

千葉港
　
千
葉
港
の
利
用
状
況　
　
　

　
宍
倉
議
員　
千
葉
港
は
、
北

は
市
川
市
か
ら
南
は
袖
ケ
浦
市

ま
で
、
6
市
に
ま
た
が
る
日
本一

広
い
港
で
あ
り
日
本
を
代
表
す

る
国
際
貿
易
港
と
なって
い
る
。

　
千
葉
港
の
最
近
の
利
用
状
況

は
ど
う
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
千
葉
港
で

は
、
主
と
し
て
県
内
製
造
業
等

が
扱
う
製
品
と
、
そ
の
原
材
料

が
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
代
表

的
品
目
と
し
て
は
、
原
油
、
石

油
製
品
、
L
N
G
及
び
鋼
材
な

ど
で
、
令
和
2
年
の
貨
物
取
扱

量
は
、
約
1
億
3
4
0
0
万
㌧

と
、
19
年
連
続
で
全
国
第
2
位

と
なって
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
公
共
ふ
頭
に
お

け
る
貨
物
取
扱
量
は
、
約
1
0 

9
3
万
㌧
で
あ
り
、
10
年
前
と

比
べ
、
完
成
自
動
車
は
19
％
、

コ
ン
テ
ナ
貨
物
は
17
％
と
大
き

く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
千
葉
港
の
利
用
促
進
策　
　

　
千
葉
港
の
利
用
促
進
に
向

け
、県
で
は
現
在
、ど
の
よ
う
な

取
組
を
お
こ
なって
い
る
の
か
。

　
県
土
整
備
部
長　
ハ
ー
ド
面

と
し
て
、
将
来
増
加
が
見
込
ま

れ
る
R
O
R
O
貨
物
に
対
応
す

る
た
め
、
千
葉
中
央
地
区
の
出
洲

埠
頭
D
岸
壁
を
改
良
す
る
と
と

も
に
、
港
湾
機
能
の
維
持
強
化

を
目
指
し
、ガン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

の
更
新
やコンテ
ナ
ヤ
ー
ド
の
拡
張

な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
面
と
し
て
は
、
物
流

業
界
な
ど
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
千
葉
港
の
魅
力
を

広
報
し
ま
し
た
。

〈1〉 令和4年4月15日（金）

“ふるさとちば”のための政策推進を
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県
境
越
え
連
携
推
進
を
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新
設
校
の
概
要

　
宍
倉
議
員　
県
立
特
別
支

援
学
校
に
お
け
る
過
密
状
況
の

解
消
は
、
本
県
に
と
っ
て
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

　
こ
の
た
び
の
令
和
4
年
度
当

初
予
算
案
で
、
旧
千
葉
市
立
花

見
川
第
二
中
学
校
を
活
用
し
た

新
設
校
設
置
に
伴
う
基
本
設
計

等
の
経
費
が
計
上
さ
れ
た
。

　旧
花
見
川
二
中
を
活
用
し
た

新
設
校
の
概
要
は
ど
う
か
。

　
教
育
長　
当
該
新
設
校
は
、

小
・
中
・
高
等
部
を
置
く
知
的

障
害
の
特
別
支
援
学
校
で
、
令

和
9
年
度
ま
で
の
開
校
を
目
指

し
て
お
り
、
1
9
0
人
程
度
の

児
童
生
徒
の
受
入
れ
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
公
立
中
学
校
が

隣
接
し
て
お
り
、
こ
の
中
学
校
の

生
徒
と
の
交
流
及
び
共
同
学
習

も
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
特
別
支
援
学
校
設
置
基
準

を
満
た
す
よ
う
、
令
和
4
年
度

予
定
の
基
本
設
計
に
お
い
て
、

詳
細
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
既
設
2
校
の
改
善
点

　新
設
校
の
設
置
に
よ
り
、
千

葉
と
八
千
代
の
地
区
別
支
援
学

校
の
教
育
環
境
は
、
ど
の
よ
う

に
改
善
す
る
の
か
。

　
教
育
長　
新
設
校
の
設
置
に

よ
り
、
既
存
の
2
校
で
は
、
複

数
の
ク
ラ
ス
や
学
年
に
よ
る
普
通

教
室
の
合
同
使
用
や
、
特
別
教

室
の
普
通
教
室
へ
の
転
用
が
解

消
し
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育
環
境

自席から再質問する宍倉議員

県立・特別支援学校

9
年
度
ま
で
に
開
校

長
期
視
点
で〝
幕
張
〞つ
く
る

　
水
泳
実
習
の
委
託
化

　
宍
倉
議
員　
最
近
、
水
泳
の

授
業
を
民
間
に
委
託
し
た
り
、

学
校
や
公
営
の
プ
ー
ル
を
複
数

の
学
校
が
利
用
す
る
事
例
が
増

加
し
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
、①
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
多
額
の
修
繕
費
用

②
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
、
更
に
事
故
防
止
の

た
め
の
負
担
も
少
な
く
な
い
。

　
県
内
で
は
、
千
葉
市
の
小
学

校
9
校
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の

市
で
委
託
し
て
い
る
と
聞
く
。

　水
泳
授
業
で
の
民
間
・
公
営

プ
ー
ル
等
の
活
用
を
促
進
す
る

べ
き
と
思
う
が
、
現
状
は
ど
う

か
。
ま
た
、
今
後
、
ど
の
よ
う

　
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
へ
の
取
組

　
宍
倉
議
員　
幕
張
海
浜
公

園
内
に
は
、
千
葉
ロッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
の
本
拠
地
で
あ
る
ゾ
ゾ
・
マ

リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
り
、
年
間

1
6
0
万
人
以
上
が
野
球
観
戦

に
訪
れ
て
い
る
。

　
一方
、
ア
メ
リ
カ
の
大
リ
ー
グ

で
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
や
周
辺
の

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
化
が
進
み
、
野
球

観
戦
に
限
ら
ず
、
総
合
的
な
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
会
場
と
し
て

一日
楽
し
め
る
と
い
う
。

　
国
内
で
も
、
各
地
で
動
き
が

活
発
化
し
て
い
る
が
、
マ
リ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
の
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
に
向
け
た
取
組
状
況
は

ど
う
か
。

　
都
市
整
備
局
長　
県
立
幕

張
海
浜
公
園
で
は
、
マ
リ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
、

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
公
園
管
理
者
の
県
は
、
千
葉

ロッ
テ
及
び
ス
タ
ジ
ア
ム
所
有
者

の
千
葉
市
と
活
性
化
に
向
け
た

普及に努めよ

基
本
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

平
成
31
年
に
は
第
１
弾
と
し
て
、

子
供
た
ち
が
人
工
芝
の
上
で
遊

べ
る
マ
リ
ン
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
ロ
ッ
テ
で
は
現
在
、
第
2
弾

以
降
の
計
画
を
検
討
し
て
お

り
、
県
は
、
引
き
続
き
市
及
び

ロッ
テ
と
連
携
し
、
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
の
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

化
は
、
幕
張
新
都
心
が「
職
・

住
・
学
・
遊
」の
複
合
機
能
を

備
え
た
都
市
と
し
て
成
長
す
る

上
で
欠
か
せ
な
い
。
積
極
的
な

推
進
を
要
望
す
る
。
ま
た
幕
張

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
JR
京
葉
線

の
新
駅「
幕
張
豊
砂
駅
」が
令

和
5
年
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

で
、
新
た
な
段
階
に
入
る
。
幕

張
新
都
心
は
、
横
浜
や
東
京
湾

岸
地
域
と
競
争
で
き
る
千
葉
県

の
最
重
要
拠
点
の
業
務
核
都
市

で
あ
る
。

　企
業
局
が
所
有
す
る
土
地
を

ど
う
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く

の
か
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
重
要
と
な
る
の

で
、
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、

大
胆
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及

　
宍
倉
議
員　
地
球
の
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
家
庭
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
を
進
め
、
ま
た
災
害
時
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
可
能
と

な
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
に

力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　住
宅
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設

備
の
普
及
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
環
境
生
活
部
長　
県
で
は
、
平

成
23
年
度
か
ら
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
に
補
助
し
て
お

り
、
令
和
2
年
度
ま
で
の
累
計
件

数
は
約
2
7
，0
0
0
件
に
上
り
ま

す
。

　
来
年
度
は
、
購
入
価
格
の
低

減
を
図
る
た
め
、
新
た
に
、一

括
し
て
発
注
す
る
事
業
を
開
始

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
実
績
に
よ
り
ま
す
と
、
従
来

の
補
助
を
上
回
る
価
格
低
減
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
町

村
等
と
も
連
携
し
て
、
多
く
の

参
加
を
促
し
、
住
宅
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
設
備
の一
層
の
普

及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
家
庭
に
お
け
る
太

陽
光
発
電
設
備
の
普

及
率
の
向
上
が
、
脱
炭
素
の
切

り
札
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。

今
後
と
も
、
普
及
推
進
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
両
校
の
児
童
生
徒
数

が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
音
楽

室
や
体
育
館
な
ど
の
使
用
可
能

時
間
が
増
え
、
学
習
活
動
の
充

実
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
通
学
環
境
の
変
化

　宍
倉
議
員
　新
設
校
の
設
置

に
よ
り
、
通
学
環
境
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

　
教
育
長　
J
R
と
私
鉄
の
複

数
の
駅
か
ら
新
設
校
付
近
ま
で

路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
お
り
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
登

下
校
に
よ
っ
て
、
利
便
性
が
向

上
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
複
合
施
設
化
へ
の
考
え

　宍
倉
議
員
　新
設
校
を
、
複

合
的
な
施
設
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
県
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
教
育
長　
新
設
校
の
設
置
に

当
たって
は
、
食
堂
棟
や
作
業
学

習
棟
な
ど
、
新
た
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該

新
設
校
の
敷
地
面
積
で
は
複
合

的
な
他
の
施
設
を
併
設
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、

地
元
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
につい

て
は
、
教
育
活
動
に
位
置
付
け
、

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
経
験

の
拡
大
や
、
障
害
理
解
の
促
進

が
図
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
設
置
基
準
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
充
実
し
た

施
設
と
し
て
整
備
し
て
い
た
だ

き
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
と
な

る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
要
望

す
る
。

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　教
育
長　
令
和
3
年
度
の
国

の
調
査
で
は
、
県
内
の
27
市
町

92
校
が
民
間
や
公
営
の
プ
ー
ル

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
外
の
プ
ー
ル
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、
委
託
費
、
移
動

時
間
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

学
校
プ
ー
ル
の
管
理
や
経
費
の

軽
減
が
図
ら
れ
、
屋
内
温
水

プ
ー
ル
の
場
合
に
は
、
計
画
的

に
授
業
を
進
め
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
更
に
、
水
泳
指
導
に
あ
た
る

教
員
負
担
の
軽
減
も
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
県
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
実
態
を
把
握
し
、

情
報
提
供
す
る
な
ど
市
町
村
の

取
組
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
内
や
全
国
の
優

良
事
例
を
収
集
し
、
安

全
安
心
で
合
理
的
な
施
設
へ
と

シ
ス
テ
ム
を
変
え
ら
れ
る
よ
う
、

市
町
村
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

民
間
プ
ー
ル
の
活
用
促
す

家庭の太陽光発電家庭の太陽光発電

花見川に新設校

要望

要望要望

要望

〈2〉令和4年4月15日（金） ししくら登県議会リポート
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